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研究成果の概要（和文）：本期間内の主要な成果としては、1) 完全共役ポルフィリンーヘキサフィリンハイブ
リッドテープの合成、2) サブポルフィリンの合成手法の改良、3) 大きく湾曲したサブポルフィリンテープの合
成、4) 世界最大のヒュッケル芳香族化合物の発見、5) メビウス芳香族分子の開拓、6) 周辺部修飾ポルフィリ
ンの合成、そして、7) ポルフィリンに基づく安定ラジカルの開拓、が挙げられる。こうした成果により、「超
ポルフィリンの化学」が一層具体化されると共に、近赤外吸収材料への応用や励起状態芳香族性の理解、安定ラ
ジカル分子の飛躍的な展開に繋がることが期待される。

研究成果の概要（英文）：We have explored novel porphyrinoids with intriguing structures and 
properties for long time. Representative achievements in this period are 1) synthesis of fully 
conjugated porphyrin-hexaphyrin hybrid tape, 2) improvement of the synthetic protocol of 
subporphyrins, 3) synthesis of subporphyrin tape with a remarkable curvature, 4) discovery of the 
world largest Huckel aromatic expanded porphyrin, 5) exploration of Mobius aromatic expanded 
porphyrins, 6) synthesis and characterization of peripherally functionalized porphyrins, and 7) 
development of stable porphyrinoid radicals.
These results may provoke a range of new research fields such as novel NIR absorbing dyes, 
excited-state aromaticity, and spin materials based on the stable porphyrinoid radicals.

研究分野： 有機化学（物理有機化学）

キーワード： ポルフィリン　ヒュッケル芳香族性　メビウス芳香族性　金属錯体

  ３版
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１．研究開始当初の背景
ポルフィリンは、その金属錯体の多彩な触媒
機能に加え、優れた電気化学的・光化学的な
特性のため、広範な分野で長年にわたり研究
されてきた。我々は、約
ポルフィリン化学を超えた、新しいポルフィ
リン類縁体を開発・報告し、国際的に分野を
牽引してきた。このポルフィリン化学を一層
発展させて、概念的に新しいポルフィリノイ
ド共役電子系を開拓することで、新現象の解
明・新
ンセプトの確立を目指す。
 
２．研究の目的
独自に開発してきた「単分散巨大ポルフィリ
ンアレイ」「電子共役が高度に拡張したポル
フィリンテープ」「環拡張ポルフィリン」「環
縮小サブポルフィリン」「メビウス芳香族分
子」など、通常のポルフィリン化学を超えた
「超ポルフィ
発展させて、新局面を開く。これらの研究を
通じて、有機化学・構造化学・錯体化学・光
化学・触媒化学・生物有機化学などの広範な
分野で真にインパクトを持つ概念的に新し
い共役電子系を開拓し、新コンセプトを確立
する。
 
３．研
ポルフィリン周辺部の修飾法の開発や巨大
ポルフィリンアレイ
体の合成に加えて、以下のようなテーマに沿
って新分子群の開拓を行なった。
 
(1) 完全共役ハイブリッドポルフィリンテ
ープの合成
ポルフィリンテープは、顕著に小さい
HOMO-
として有望な材料であるが、取り扱いの困難
さゆえ開拓が進んでいなかった。環拡張ポル
フィリンとのハイブリッド化によりその物
性を大きく変調させ、より優れた材料への展
開を図る。
 
(2) 環拡張ポルフィリンに基づく新しい芳
香族・反芳香族分子の開拓
メゾ－アリール置換環拡張ポルフィリン
我々が独自に発見した
ある。金属錯化や構造修飾により構造を歪め
ることで、新たなヒュッケル芳香族・反芳香
族、メビウス芳香族・反芳香族分子実現の新
コンセプトを確立する。同時に、巨大環拡張
ポルフ
の更新
 
(3) 環縮小サブポルフィリン化学の展開
環縮小サブ
合成が達成された新しい分子であり、お椀型
の湾曲した構造や、大きな置換基効果、チュ
ーナブルな光学特性、ホウ素上の軸置換基交
換など
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